
平成  年 月 日 

患者さん・ご家族様へ 
 

後方視的研究へのご協力のお願い 
 

消化器外科・移植外科では、過去に下記のような診療を受けていただいた患者さんのデー

タを用いた臨床研究を行います。患者さん個人のお名前や、個人を特定できる情報は一切公

表いたしません。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 
研究課題名：膵頭十二指腸切除術における W-ED チューブの有用性に関する後方視的解析 

研究目的 :  当科では 2010 年より膵頭十二指腸切除において W-ED チューブを使用して

いる。それらの症例を後方視的に検討して、周術期の栄養状態や合併症発生率を評価

し、W-ED チューブを採用する以前の症例と比較することで W-ED チューブの有用

性について検討することを目的とした。 

研究概要：膵頭十二指腸切除（PD）において、周術期の栄養状態の維持や合併症を予防する

ことは非常に重要である。合併症が生じた際には腸管栄養は困難なことも多く、栄養

状態の維持にも影響する。また、本術式の代表的な合併症である術後膵液漏は腹腔内

出血を来すこともありその予防は重要である。経腸栄養と消化管内容減圧を同時に可

能とするW-EDチューブはPDにおいて栄養状態の維持や膵液漏予防に関して有効で

ある可能性がある。そこで膵頭十二指腸切除を施行した症例の臨床情報を後方視的に

検討する。 

 

対象となる患者さん 

 2006 年 10 月から 2017 年 4 月までに当科において、膵頭十二指腸切除術を施行す

る際に WED チューブを挿入した症例 

 

公示期間 

 20１７年 ６月 1 日 ～ 201９年 ５月 30 日 

 

研究への参加辞退をご希望の場合 

この研究に関して新たに患者さんに行っていただくことはありませんし、費用もかかりませ

ん。この研究では当科において既に管理している患者さんのデータを使用させていただきま

す。患者さん個人のお名前や、個人を特定できる情報は一切公表いたしません。しかしなが

ら、様々な理由により本研究への参加を辞退される場合には、遠慮なく担当医師へご連絡下

さい。本研究への参加は患者さんの自由意思であり、参加の辞退を希望されても患者さんが

不利な扱いを受けることは一切ありません。参加を辞退される方は、上記の公示期間内に下

記の担当医師へご連絡下さい。なお、公示期間の後でも、可能な限りご希望に沿って対応い
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たします。 

 

いつでも相談窓口(担当医師)にご相談下さい。 

 東京医科大学八王子医療センター 消化器外科・移植外科 

 電話番号 042－665－5611（代表） （内線） 

担当医師：千葉斉一 


